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(54)【発明の名称】 内視鏡用処置具ハンドル

(57)【要約】
【目的】  内視鏡処置具を安全に操作できるように、操
作しやすい内視鏡用処置具ハンドルを提供する。
【構成】  内視鏡の処置具挿通チャンネルに挿脱される
管状のシース基端に連結され、そのシースと反対側の端
部に第１の指当て面を有するハンドル本体；上記シース
に挿通配置される操作ワイヤ基端に連結し、上記ハンド
ル本体に対しその軸方向にスライド自在に取り付けられ
たスライド部材；および上記スライド部材に形成された
第２、第３の指当て面；を備えた内視鏡用処置具ハンド
ルにおいて、上記第２の指当て面と第３の指当て面のス
ライド部材のスライド方向に対する位置を異ならせた内
視鏡用処置具ハンドル。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  内視鏡の処置具挿通チャンネルに挿脱さ
れる管状のシース基端に連結され、そのシースと反対側
の端部に第１の指当て面を有するハンドル本体；上記シ
ースに挿通配置される操作ワイヤ基端に連結し、上記ハ
ンドル本体に対しその軸方向にスライド自在に取り付け
られたスライド部材；および上記スライド部材に形成さ
れた第２、第３の指当て面；を備えた内視鏡用処置具ハ
ンドルにおいて、
上記第２の指当て面と第３の指当て面のスライド部材の
スライド方向に対する位置を異ならせたことを特徴とす
る内視鏡用処置具ハンドル。
【請求項２】  請求項１記載の処置具ハンドルにおい
て、第２の指当て面は人差し指用、第３の指当て面は中
指用であり、第３の指当て面が第２の指当て面より第１
の指当て面に近い内視鏡用処置具ハンドル。
【請求項３】  親指をあてがう第１の指当て面を有する
指当て部材；および上記第１の指当て面に対向して形成
された、人差し指をあてがう第２の指当て面と、上記第
１の指当て面に対向して形成された、中指をあてがう第
３の指当て面を有し、上記指当て部材に対して相対移動
可能なスライド部材；を備え、
上記スライド部材のスライド方向に沿って、上記第２の
指当て面は、上記第１の指当て面に対し上記第３の指当
て面よりも遠くに位置するように設けられていることを
特徴とする内視鏡用処置具ハンドル。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【技術分野】本発明は、内視鏡の処置具挿通チャンネル
に挿通して使用される内視鏡用処置具を操作するハンド
ルに関する。
【０００２】
【従来技術およびその問題点】内視鏡処置具は一般に、
内視鏡の処置具挿通チャンネルに挿脱されるシース内に
挿通配置された操作ワイヤを、手元側に設けられた操作
部で軸線方向に進退操作して、スネアやバスケット等の
先端作動部を動作させるようになっている。
【０００３】このような操作部は、シースの基端に連結
されたハンドル本体に親指の指当て面を有する指当て部
材が取り付けられ、このハンドル本体に対し軸方向にス
ライド自在なスライド部材に操作ワイヤの基端が連結さ
れていて、このスライド部材に人差し指と中指の指当て
面を設けてハンドル本体に沿ってスライドさせることに
より操作ワイヤが進退するようになっている。この操作
部（ハンドル）は具体的には、親指を係合させた指当て
面を支点として、スライド部材の指当て面に係合させた
人差し指と中指を伸曲させることにより操作を行うこと
ができる。このスライド部材の指当て面は従来、人差し
指と中指が親指から等距離に位置するように設けられて
いる。
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【０００４】従来のこのような操作部に対し、特別な違
和感、改善すべきという声は聞こえていない。しかし、
本発明者らによれば、これは慣らされてしまっているか
らで、改善の余地がないわけではない。つまり、通常人
間の指は、親指と人差し指の間隔と、親指と中指の間隔
が異なっており、等距離に設けた指当てには等しく力を
かけることができず操作しにくいため、微妙な調節がで
きない。このため処置すべき粘膜を傷つけたり処置具先
端部を損傷したりすることがあり、安全に処置を行えな
いこともある。
【０００５】
【発明の目的】以上の問題点に鑑み、本発明は内視鏡処
置具を安全に操作できるように、操作しやすい内視鏡用
処置具ハンドルを提供することを目的とする。
【０００６】
【発明の概要】本発明は、より好ましい使用感が得られ
る内視鏡処置具ハンドルの研究の結果、人差し指より中
指が親指に近ければ、人の指の位置により適合した、使
用感に優れた内視鏡処置具の操作ハンドルが得られると
の結論に達して完成された。
【０００７】すなわち、本発明の内視鏡用処置具ハンド
ルは、内視鏡の処置具挿通チャンネルに挿脱される管状
のシース基端に連結され、そのシースと反対側の端部に
第１の指当て面を有するハンドル本体；シースに挿通配
置される操作ワイヤ基端に連結し、上記ハンドル本体に
対しその軸方向にスライド自在に取り付けられたスライ
ド部材；およびスライド部材に形成された第２、第３の
指当て面；を備えた内視鏡用処置具ハンドルにおいて、
第２の指当て面と第３の指当て面のスライド部材のスラ
イド方向に対する位置を異ならせたことを特徴としてい
る。第２の指当て面を人差し指用、第３の指当て面を中
指用としたときには、第３の指当て面を第２の指当て面
より第１の指当て面に近く設ける。
【０００８】本発明は、別の表現によると、親指をあて
がう第１の指当て面を有する指当て部材；および第１の
指当て面に対向して形成された、人差し指をあてがう第
２の指当て面と、上記第１の指当て面に対向して形成さ
れた、中指をあてがう第３の指当て面を有し、上記指当
て部材に対して相対移動可能なスライド部材；を備え、
スライド部材のスライド方向に沿って、上記第２の指当
て面は、上記第１の指当て面に対し上記第３の指当て面
よりも遠くに位置するように設けられていることを特徴
としている。
【０００９】
【発明の実施の形態】以下、図示実施形態に基づき本発
明を説明する。図１は、内視鏡用処置具の一つであるス
ネアを示している。たとえば四フッ化エチレン樹脂チュ
ーブ等の低摩擦性樹脂材料によって形成されるチューブ
状の可撓性シース１９は、図示されていない内視鏡の処
置具挿通チャンネルに挿脱される。可撓性シース１９内
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には操作ワイヤ１８が軸線方向に進退自在に全長にわた
って挿通配置されており、操作ワイヤ１８のシース１９
からの突出端にはスネアループ２０が設けられている。
操作ワイヤ１８は導電性で、高周波電源接続プラグ２２
に接続されている。この操作ワイヤ１８を進退させるこ
とによって、その先端に連結されたスネアループ２０が
可撓性シース１９の先端から出入りして自己の弾性によ
って膨縮し、高周波電源接続プラグ２２を介し高周波電
流を通電してポリープの切除（高周波焼灼）を行うこと
ができる。
【００１０】可撓性シース１９の基端部は、ハンドル本
体１１に連結されて可撓性シース１９に挿通されてお
り、操作ワイヤ１８の基端部は、このハンドル本体１１
に摺動自在に支持したスライダ１４に連結されている。
すなわち、ハンドル本体１１には、長手方向にスリ割り
１３が形成されており、このスリ割り１３に、スライダ
４に連結されたロッド１７がスライド自在に係合してい
る。したがって、スライダ１４を進退操作することによ
り、操作ワイヤ１８を進退させて可撓性シース１９先端
のスネアループ２０を遠隔的に動作させることができ
る。
【００１１】ハンドル本体１１の手元側端部には、環状
の第１の指当て部材１２が形成されている。この第１の
指当て部材１２には、操作者の手の親指を係合させるた
めの指当て面２１ａが設けられている。一方スライダ１
４には、環状の第２、第３の指当て部材１５、１６が形
成され、この第２、第３の指当て部材１５、１６にそれ
ぞれ、人差し指と中指を係合させるための指当て面２１
ｂ、２１ｃが設けられている。この指当て面２１ｂ、２
１ｃは、第１の指当て部材１２の指当て面２１ａに対す
る距離Ｌｂ、Ｌｃを異ならせて（Ｌｂ＞Ｌｃ）、ハンド
ル本体１１の軸線に対し非対称に、設けられている。
【００１２】図２は、以上の処置具ハンドルを用い、た
とえばスネアループ２０を締めたときなど操作者がスラ
イダ１４を親指側に引き寄せた（人差し指と中指を曲げ
た）状態を示し、図３は人差し指と中指を伸ばした処置
準備状態を示している。通常、操作者（人間）の手指
は、親指に対し中指よりも人差し指が離れている。この
ことから、本ハンドル１０を用いた場合には親指から中
指よりも人差し指の位置が離れているので、人差し指と
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中指を不自然に曲げることなく指当て面２１ｂ、２１ｃ
に係合させることができる。したがって、無理な動きが
なく微妙な力加減での操作が可能となるので、処置する
粘膜を傷めたり、処置具先端を損傷したりせずに内視鏡
処置を行うことができる。
【００１３】本実施形態では、スライダ１４に対し第２
の指当て面２１ｂと第３の指当て面２１ｃは位置固定と
したが、操作者の手の大きさに合わせて調整可能として
もよい。また、各指当て面の位置を同一平面からずらせ
てもよい。
【００１４】
【発明の効果】以上のように本発明は、人差し指の指当
て面を、親指の指当て面に対し中指の指当て面よりも遠
くに位置したので、手の動きに無理がない操作ができ、
したがって安全な操作が可能な内視鏡用処置具ハンドル
を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による内視鏡用処置具ハンドルを適用し
た内視鏡用処置具（スネア）を示す図である。
【図２】図１に示す内視鏡用処置具の操作状態を示す図
である。
【図３】図１に示す内視鏡用処置具の操作準備状態を示
す図である。
【符号の説明】
１０  ハンドル
１１  ハンドル本体
１２  第１の指当て部材
１３  スリ割り
１４  スライダ
１５  第２の指当て部材
１６  第３の指当て部材
１７  ロッド
１８  導電性操作ワイヤ
１９  可撓性シース
２０  スネアループ
２１ａ  ２１ｂ  ２１ｃ  指当て面
２２  高周波電源接続プラグ
Ｌｂ  ２１ａと２１ｂとの間隔
Ｌｃ  ２１ａと２１ｃとの間隔
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